
  

 

 

 

 

 

 

  

 2月
がつ

3日
か

の節分
せつぶん

に日本
に ほ ん

では豆
まめ

まきをして、鬼
おに

を払
はら

い、福
ふく

を呼
よ

びます。そして翌日
よくじつ

の 2月
がつ

4日
か

は旧暦
きゅうれき

で 1年
ねん

の始
はじ

まりと

されていた日
ひ

であり、春
はる

の 1日目
に ち め

となります。寒
さむ

さが厳
きび

しい日
ひ

が続
つづ

いていますが、これが寒
さむ

さの底
そこ

。梅
うめ

の開花
か い か

など、

小
ちい

さい春
はる

の訪
おとず

れを探
さが

してみると楽
たの

しいかもしれませんね。それでは、今年度
こんねんど

最後
さ い ご

の別科
べ っ か

通信
つうしん

お楽
たの

しみください。 
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新入生歓迎たこパ＆ダンパ（１１月１５日） 

 ９月
がつ

に入学
にゅうがく

した別科
べ っ か

新入生
しんにゅうせい

を歓迎
かんげい

しようとたこ焼
や

き＆ダンスパ

ーティーを開催
かいさい

！一般
いっぱん

学生
がくせい

を含
ふく

む 37名
めい

の学生
がくせい

が参加
さ ん か

しました。とっ

ても美味
お い

しいたこ焼
や

きができたので、たこ焼
や

き器
き

を購入
こうにゅう

したいとい

う学生
がくせい

も。 

 

 

 

 

たこ焼
や

き作
づく

りの後
あと

は、別科生
べっかせい

が特技
と く ぎ

を披露
ひ ろ う

。ベリーダ

ンス、カンボジアフォークダンス、ブレイクダンスそし

て歌
うた

と飛
と

び込
こ

み参
さん

加
か

もありながら大
おお

盛
も

り上
あ

がりの２

時間
じ か ん

でした。友達
ともだち

の意外
い が い

な一面
いちめん

も見
み

られて、更
さら

に仲
なか

が深
ふか

まった１日
にち

となりました。 
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鹿野ちゃれっじ（１１月１９日～２０日） 

昨
さく

年
ねん

から始
はじ

まった国
こく

際
さい

教
きょう

養
よう

学
がく

部
ぶ

久保
く ぼ

ゼミとの合同
ごうどう

企画
き か く

「鹿野
し か の

ちゃ

れっじ」に別科生
べっかせい

10名
めい

が参加
さ ん か

し、大阪
おおさか

とは全
まった

く違
ちが

う鳥
とっ

取
とり

県
けん

鹿
しか

野
の

町
ちょう

で、正
まさ

に“日本
に ほ ん

”な体験
たいけん

をしました。別科生
べっかせい

は道端
みちばた

のお地蔵
じ ぞ う

様
さま

や軒
のき

下
した

の大
だい

根
こん

干
ぼ

しなど鹿
しか

野
の

町
ちょう

の日
にち

常
じょう

風
ふう

景
けい

に関
かん

心
しん

を示
しめ

し、住
じゅう

民
みん

に積
せっ

極
きょく

的
てき

に質
しつ

問
もん

し、世
せ

代
だい

と国
こっ

境
きょう

を越
こ

えた交
こう

流
りゅう

を行
おこな

っていました。耕作
こうさく

放棄地
ほ う き ち

再生
さいせい

プロジェクトの一環
いっかん

として別
べっ

科
か

生
せい

が植
う

えた芝
しば

桜
ざくら

が鹿
しか

野
の

町
ちょう

を彩
いろど

る日
ひ

が楽
たの

しみです。生
う

まれて初
はじ

めての露天
ろ て ん

風呂
ぶ ろ

の虜
とりこ

にな

ってしまった学生
がくせい

もいました。 

 

参加
さ ん か

学生
がくせい

感想
かんそう

（抜粋
ばっすい

）：「鹿野町
しかのちょう

は山
やま

に囲
かこ

まれて本
ほん

当
とう

に美
うつく

し

いです」、「私
わたし

が植えた
う

花
はな

が咲
さ

くときに、もう一度
い ち ど

行
い

きた

いです」、「温泉
おんせん

が最高
さいこう

！」、「初
はじ

めて和
わ

食
しょく

を食
た

べました」、

「国
こく

際
さい

教
きょう

養
よう

学
がく

部
ぶ

の日
に

本
ほん

人
じん

の友
とも

だちができてうれしかった」 
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寝屋川市異文化交流活動：寝屋川高校（11月）、リーダーズクラブ（12月） 

 別科生
べっかせい

は地域
ち い き

の国際化
こくさいか

にも貢献
こうけん

しています。11月
がつ

には大阪
おおさか

府立
ふ り つ

寝屋川
ね や が わ

高校
こうこう

で台湾
たいわん

留学生
りゅうがくせい

2名
めい

が台湾
たいわん

研修
けんしゅう

旅行前
りょこうまえ

の

高校生
こうこうせい

約
やく

20名
めい

に中国語
ちゅうごくご

講座
こ う ざ

を行
おこな

い、12月
がつ

には寝屋川市
ね や が わ し

リーダーズクラブで小学生
しょうがくせい

や中学
ちゅうがく

高校生
こうこうせい

と 7か国
こく

8人
にん

の留
りゅう

学
がく

生
せい

が交
こう

流
りゅう

し、異
い

文
ぶん

化
か

交
こう

流
りゅう

の楽
たの

しさを伝
つた

えました。日本
に ほ ん

のことを学
まな

ぶだけでなく、自国
じ こ く

のことを日本
に ほ ん

でどんどん発信
はっしん

していってください☺ 
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クリスマス☃パフォーマンスパーティー（12月 13日） 

今回
こんかい

のクリスマスパーティーは今
いま

までと一味
ひとあじ

違
ちが

い、

特技
と く ぎ

を披露
ひ ろ う

するパフォーマンスパーティー！16名
めい

の

別
べっ

科
か

生
せい

を含
ふく

む計
けい

34名
めい

が参
さん

加
か

し、歌
うた

やダンスを次々
つぎつぎ

に

披露
ひ ろ う

しました。学
がく

部
ぶ

生
せい

と別
べっ

科
か

生
せい

仲
なか

良
よ

しトリオによる

流行
りゅうこう

の恋
こい

ダンスから賑
にぎ

やかにパーティーはスター

トし、おしゃべりや歌
うた

も楽
たの

しみました。最後
さ い ご

はアメ

リカの交換
こうかん

留学生
りゅうがくせい

がジングルベルなどのクリスマ

スソングを英語
え い ご

で歌
うた

い、みんなで歌
うた

って踊
おど

って、大
おお

盛
も

り上
あ

がりで楽
たの

しい時
じ

間
かん

を過
す

ごしました。 
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和束町観光モニターツアー（12月 17日～18日） 

 南山城村
みなみやましろむら

に隣接
りんせつ

する和束町
わづかちょう

は、「宇治
う じ

茶
ちゃ

」というブランド茶
ちゃ

の

生産量
せいさんりょう

４０％を占
し

める大
だい

生
せい

産
さん

地
ち

で、近
きん

年
ねん

海
かい

外
がい

での日
に

本
ほん

茶
ちゃ

ブームを追
お

い

風
かぜ

にインバウンド観
かん

光
こう

客
きゃく

の誘
ゆう

致
ち

を積
せっ

極
きょく

的
てき

に行
おこな

っています。そこで、

別科生
べっかせい

が和束町
わづかちょう

での文化
ぶ ん か

体験
たいけん

を観光
かんこう

モニターし、和
わ

束
づか

町
ちょう

の観
かん

光
こう

政
せい

策
さく

に

役
やく

立
だ

ててもらおうと今
こん

回
かい

のツアーを実
じっ

施
し

しました。 

大学
だいがく

からバスに乗
の

り、たった 1時間半
じかんはん

で和束町
わづかちょう

に到着
とうちゃく

。山
やま

の斜面
しゃめん

全体
ぜんたい

が段々
だんだん

の茶畑
ちゃばたけ

の中
なか

を、生産者
せいさんしゃ

農家
の う か

からの解説
かいせつ

を受
う

けながら 2時間
じ か ん

ハイ

キングした後
あと

、お茶
ちゃ

づくし弁当
べんとう

の昼 食
ちゅうしょく

、茶
ちゃ

をテーマにした和束町
わづかちょう

の

観光
かんこう

政策
せいさく

講義
こ う ぎ

、茶
ちゃ

畑
ばたけ

を見
み

ながら茶
ちゃ

室
しつ

で茶
さ

道
どう

体
たい

験
けん

、1泊
ぱく

2日
か

ホームステイ

と盛
も

りだくさんの 2日間
か か ん

でした。このモニターツアーで出
で

た意
い

見
けん

が

今後
こ ん ご

活
い

かされ、インバウンド観光客
かんこうきゃく

がたくさん和束町
わづかちょう

を訪
おとず

れて、日本
に ほ ん

茶
ちゃ

、茶畑
ちゃばたけ

、日本
に ほ ん

の田舎
い な か

の風景
ふうけい

の魅力
みりょく

を感
かん

じてもらえたら嬉
うれ

しいです。 

参加
さ ん か

学生
がくせい

感想
かんそう

（抜粋
ばっすい

）：「和束町
わづかちょう

最高
さいこう

です！」「茶畑
ちゃばたけ

を見
み

て、感動
かんどう

しま

した」「『ここには何
なに

もない、しかしここには何
なに

でもある』ということ、

心
こころ

より理解
り か い

しました」「2日
か

間
かん

、和
わ

束
づか

町
ちょう

に行
い

って、一番
いちばん

感
かん

じたのは人
ひと

の

温
あたた

かさである」 
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南山城村 とんど焼き（1月９日） 

『ひと・まち・つくるプロジェクト』主催
しゅさい

の恒例
こうれい

行事
ぎょうじ

の

1つ、とんど焼
や

きに別科生
べっかせい

11名
めい

が参加
さ ん か

しました。とんど焼
や

きは正月
しょうがつ

の松飾
まつかざり

やしめ縄
なわ

、書
かき

初
ぞ

めなどを家
いえ

々
いえ

から集
あつ

めて

燃
も

やし、無
む

病
びょう

息
そく

災
さい

を祈
いの

る日
に

本
ほん

の伝
でん

統
とう

的
てき

な小
こ

正
しょう

月
がつ

行
ぎょう

事
じ

で

す。細
ほそ

い竹
たけ

にさしたお餅
もち

を残
のこ

り火
び

で焼
や

いて食
た

べると健
けん

康
こう

で

いられると言
い

い伝
つた

えられています。この日
ひ

は立派
り っ ぱ

な松飾
まつかざり

を用意
よ う い

していただき、説明
せつめい

もしてもらいました。 

そして薫笑
くんしょう

庵
あん

で 10月
がつ

に別科生
べっかせい

が収穫
しゅうかく

したもち米
ごめ

を使
つか

って餅
もち

つきを行
おこな

いました。生
う

まれて初
はじ

めての餅
もち

つき体
たい

験
けん

に別
べっ

科
か

生
せい

たちは大
おお

はしゃぎ。熱々
あつあつ

のつきたてのお餅
もち

を醤油
しょうゆ

ときな粉
こ

でその場
ば

でいただきました。その後
ご

、茶畑
ちゃばたけ

をハ

イキングしたり、高山
たかやま

ダムを観光
かんこう

したりし、日本
に ほ ん

の伝統
でんとう

行事
ぎょうじ

と里山
さとやま

の自然
し ぜ ん

を満喫
まんきつ

した 1日
にち

となりました。 

参加
さ ん か

学生
がくせい

感想
かんそう

（抜粋
ばっすい

）：「たぶん時
じ

代
だい

は変
か

わって行
い

くだろうが、こんなに美
うつく

しい日
に

本
ほん

文
ぶん

化
か

は変
か

わっていなくてほし

い」「日本
に ほ ん

は経済
けいざい

、技術
ぎじゅつ

などの先進
せんしん

分野
ぶ ん や

に限
かぎ

らず、日本
に ほ ん

の農村
のうそん

も素晴
す ば

らしいです」「日
に

本
ほん

人
じん

の生
い

き方
かた

と考
かんが

え方
かた

“自然
し ぜ ん

と生活
せいかつ

して、自然
し ぜ ん

を大事
だ い じ

にして”が分
わ

かるようになりました」 

●●・。★・☆。・●●●●・。★・☆。・●●●●・。★・☆。・●●●●・。★・☆。・●●●●・。★・☆。・●● 

ホームビジット（1月） 

 今
こん

学期
が っ き

の日本
に ほ ん

の家庭
か て い

体験
たいけん

プログラム、ホームビジットには 3名
めい

の別科生
べっかせい

が 2家
か

庭
てい

でお世
せ

話
わ

になりました。あたたか

く学
がく

生
せい

を迎
むか

え入
い

れてくださったご家族
か ぞ く

の皆
みな

さま、本当
ほんとう

にありがとうございます。楽
たの

しかった家庭
か て い

での様子
よ う す

を紹
しょう

介
かい

し

ます。（報告書
ほうこくしょ

原文
げんぶん

のまま抜粋
ばっすい

） 
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☆別科生が紹介します☆日本・大阪・ＯＩＵのここがスバラシイ☆ 

今回
こんかい

別科生
べ っ かせ い

が紹
しょう

介
かい

するのは日本
に ほ ん

での好
す

きな過
す

ごし方
かた

と別
べっ

科
か

で出
で

会
あ

った大
たい

切
せつ

な友
と も

達
だち

、そして日
に

本
ほん

の美
うつく

しい景
け

色
しき

です☺ 
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高 見さん 

中国 

周 尤加さん 

中国 

 

1 番安心なところは家です。家でごろごろし

たり、小説を読んだり、ゲームをしたりのは最

高だと思います。べつに行きたいところはな

いので、家だけでいいです。 

 

 

 

 

日本に来て、仲間がたくさんできたとは思わなかっ

たです。自分の性格は別にそんなに明るいではない

ので、こんなにたくさんの関心を得たのは、感動しま

した。ロロさん、私はロロさんみたいな友達ができた

ことは日本で最も幸運なことだと思います。半年の留

学生としてのあなた、もうすぐ帰国するのあなた、こ

れから会う機会がないのあなた、「ありがとう」と言い

たいです。 

次は台湾の郭 瀚元さん、お願いします！ 

大阪国際大学の皆さん、こんにちは！僕は高見と

申します。日本での留学生活はもう四ヶ月くらい

過ごしました。慣れることも慣れないこともいっ

ぱいあるんですが、ここでまず自分が素晴らしい

と思う所を紹介しよう。 

一つ目は京都の宇治。抹茶の王国と言われる宇

治は長い歴史を持つ町、ここで抹茶の香りだけで

はなく、美しい景色もたくさんあります。二つ目

は大阪南港 ATCホール。ここでの夕日はとてもき

れいで、週末の夜のライトアップはさらに美しい

です。三つ目は日本のカラオケ。僕は歌が大好き

なので、よくカラオケに行きます。友達と一緒に

歌うのは本当に楽しいです！ 

台湾の郭 穎翰さん、次回よろしくお願

いします！ 

SEM CHANTHA さん☺ 黒川さま宅でたこ焼き作り、談笑、日本の遊び体験 

ホームビジットのプログラムに参加して、黒川さんの家族の皆さんに会えて、面白い話

をお互いに交流して、とても楽しかったです。 

昼中で、たこ焼き（好きな食べ物）を一緒に作ってから、夕食を食べながら、日本とカン

ボジアアの文化や旅行する場所や日本での留学生の生活につて話して、楽しい食事を

作りました。それに食事をした後で、日本の遊ぶ（百人一首とトラップ）を遊ぶ時、いろいろ

な面白いルールを教えてもらいました。特に黒川さんがお宅の中にある和風室をはいっ

てもらって、その中にたくさんの日本的なものを紹介してもらいました。それから、ワンちゃ

んとお宅の周りを散歩した。 

このプロクラムに参加してから、日本人とコミュニケーションを作れたり、日本の文化や

家庭についてだんだん詳しく勉強できるようになると思います。 
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～卒業生からの便り～  （第 1通目） 

この新
しん

コーナでは、別科
べ っ か

卒業生
そつぎょうせい

から届
とど

いた嬉
うれ

しいニュースをお届
とど

けします！  

記
き

念
ねん

すべき第
だい

1通
つう

目
め

は別
べっ

科
か

に留
りゅう

学
がく

して夢
ゆめ

を掴
つか

んだ先
せん

輩
ぱい

からのお便
たよ

りです✉今回
こんかい

はインタビューで仕事
し ご と

のこと、

別科
べ っ か

のことを色々
いろいろ

と聞き
き き

ました。卒
そつ

業
ぎょう

生
せい

の近
きん

況
きょう

をお楽
たの

しみください！ 

 

張 甫成（台湾） 

2015 年秋から半年間交換留学生

として大阪国際大学留学生別科に在 

籍。明るく元気な人柄で別科ではムードメーカー的存在

だった。特技はマジック。別科で半年間日本語を学習後、

台湾の大学に戻り、卒業。そして夢だった航空業界、日本

での就職を実現した。 夢の実現の背景には日本留学と

決して諦めないという強い志と努力があった。 

 

」 

 

日本での就職おめでとうございます！今どんな仕事をしているか教えてもらえますか？ 

 

関西国際空港でグランドスタッフをしています。ビジネスクラスのお客様の案内をしたり、搭

乗口でお手伝いが必要なお客様のサポートをしたり、搭乗口では日本語・英語・中国語でアナ

ウンスをしています。 

 

多岐にわたる仕事を任されていますね。語学という張くんの強み活かされていますね。 

 

新人なので、まだまだです。先輩方は英語が本当に上手で、休日はもっぱら英語の勉強をして

います。今の職場にはフィリピン、ニュージーランド、韓国など様々な国籍の人がいるところ

が良いです。仕事は基本的には日本語を使用しています。上司や先輩はとても優しくて色々な

ことを教えてくれます。私は空港の仕事が本当に大好きです。ここ日本で、日本語、英語、中

国語、台湾語といった言葉を使って仕事をしています。私は人とのコミュニケーションがもと

もと好きです。この前サポートしたお客様に「ありがとう」って言ってもらえて、本当に嬉し

かった。日本人ではないけど、日本で働いているので、海外から日本に来る人に最初に関わる

自分が日本の印象を決めることもあります。日本はあたたかくて優しい国だと思ってもらいた

いです。 

 

それは良いですね。仕事では別科で学んだことは役立っていますか？ 

OIU で勉強して本当に良かった。敬語が特に役立っています。日本で働く中で 1 番不安だったのは、

自分の日本語が通じるかどうかです。日本人の先輩に敬語を褒められてとても嬉しかった。自信にも

つながりました。 
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そもそもなぜ今の仕事、そして日本で働きたいと思いましたか？ 

 

もともとは台湾の大学を卒業してそのまま台湾で就職しようと思っていました。でも OIU に留学して、

アルバイトも経験して、日本は本当にいい国だと思いました。日本語学科でせっかく勉強したんだか

ら、日本語を使う仕事、しかも日本で働きたいと考えるようになりました。航空業界で働くことは昔から

の夢でした。でも、大学 1 年生の時、航空業界で働く先輩の話を聞きに行った際に、私は身長が

160cm と小さいので、航空業界で働けるかどうか先輩に聞くと先輩からはその身長では難しいと言わ

れました。でも、OIU に留学したら関空ボランティアがあり、航空業界に詳しい阪口先生がおられ、

色々とアドバイスをいただきました。 

 

なるほど、夢を諦めない強い思いが、留学中に色々なきっかけになる出来事を引き寄せたのか

もしれませんね。では、ズバリ大阪国際大学留学生別科の魅力は何だと思いますか？ 

 

大阪国際大学留学生別科の授業は本当にいい授業。私の日本語はとても上手になったので、帰

国後みんなが驚きました。日本の学校の授業は静かでルールが厳しいイメージだったけど、そ

んなことはなかった。先生たちは授業を工夫していて、日本語だけじゃなくて、日本文化も勉

強できました。そして、ボランティアやいろいろな交流会があり、OIU で過ごした留学生活は

全部忘れられない記憶です。 

 

それでは、最後に日本で就職を目指している別科の後輩へメッセー

ジをください！ 

 

日本語はもちろんですが、英語も勉強して下さい。日本で働くなら、

日本語だけじゃなくて英語も必要です。そして、語学だけじゃなく

て、自分の長所を考えて探して、それをみんなにみせてください。

自分にしかできないことを考えて、実行する。すると、本当に夢は

実現します。 

 

素敵なお話をありがとうございました！引き続き仕事を頑張ってくださいね。 

次回
じ か い

もお楽
たの

しみに(^o^)丿卒業生
そつぎょうせい

の皆
みな

さん、近況
きんきょう

報告
ほうこく

待
ま

っています～♪ 
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◎2月
がつ

16日
にち

は後期
こ う き

の修了式
しゅうりょうしき

です。修了生
しゅうりょうせい

以外
い が い

も友達
ともだち

を見送
み お く

りに来
き

てくださいね！ 

◎以下
い か

に注意
ちゅうい

して、楽
たの

しい春
はる

休
やす

みを過
す

ごしましょう。 

★アルバイトは学則
が く そ く

が定
さだ

める春季
しゅんき

休暇中
きゅうかちゅう

（3月
がつ

11日
にち

から 4月
がつ

5日
にち

）は 1日
にち

8時間
じ か ん

まで、それ以外
い が い

の期間
き か ん

は 1週間
しゅうかん

28時間
じ か ん

まで

です。制限
せいげん

時間
じ か ん

を超
こ

えたり、深夜
し ん や

や禁止
き ん し

されている場所
ば し ょ

でアルバイトをしてはいけません。 

★春
はる

休
やす

み中
ちゅう

は楽
たの

しいイベントがあり、夜間
や か ん

外出
がいしゅつ

が多
おお

くなると思
おも

いますが、節度
せ つ ど

ある行動
こ う ど う

を心
こころ

がけ、事
じ

件
けん

・事
じ

故
こ

に巻
ま

き込
こ

ま

れないように注
ちゅう

意
い

してください。もちろん、日本語
に ほ ん ご

の勉強
べんきょう

も忘
わす

れずに！ 

★新学期
し ん が っ き

のオリエンテーションは 3月
がつ

31日
にち

（金
きん

）から始
はじ

まります。メールで送
お く

っているスケジュールをよく確認
かくにん

しましょう。 
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留学生別科通信に関するご意見・ご感想は、大阪国際大学国際交流センターまでお知らせ下さい。 

           Email： kokusai@oiu.jp / Tel： 06-6907-4306 / Facebook：     

 

 

 

 

 

 


